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「京信イノベーションＣ３号ファンド」投資実行のお知らせ  
 
コミュニティ・バンク京信（法人名：京都信用金庫、本店：京都市下京区、理事長：榊田  隆

之、以下「当金庫」）は、投資子会社である株式会社京信ソーシャルキャピタル（代表取締役：
国本  丈弘）と設立した「京信イノベーションＣ３号ファンド」（以下、「当ファンド」）の投
資先として、リジェネフロ株式会社へ投資実行いたしましたことをお知らせします。  
 
同社は、京都大学 iPS 細胞研究所（CiRA）副所長の長船教授の研究成果を基に設立された、

iPS 細胞技術を用いて腎疾患治療薬の開発や再生医療の実用化を目指す京大発ベンチャー企
業です。  
腎臓は「一度悪くなると元に戻らない臓器」といわれています。特に腎不全は根本的な治

療法に乏しく、生涯を通じて人工透析を受け続ける必要があることから生活の質（QOL）を
著しく低下させます。腎疾患の患者数は日本国内だけでも 30 万人を超えるといわれており、
同社の iPS 細胞技術を通して生み出される腎臓疾患の新薬や腎臓の再生医療技術が数多くの
患者を救うことを期待し、投資決定いたしました。  

 
当ファンドは、当金庫営業エリア内でイノベーティブなサービスやビジネスモデルにより

地域の社会課題の解決に挑戦する企業へ資金を供給するとともに、事業承継を後押しするこ
とで地域経済の活性化に寄与することを目指しています。  
 当金庫は、地域にイノベーションを起こす企業へのサポートを積極的に行い、ゆたかなコ  
ミュニティの形成につなげてまいります。  

 

 投資先概要  
企業名  リジェネフロ株式会社  

代表者  代表取締役社長   森中  紹文  

事業内容  iPS 細胞技術を用いて腎疾患治療薬の開発や再生医療の実用化を目指す企業  

所在地  京都市左京区吉田下阿達町 46-29 京都大学医薬系総合研究棟  

 ファンド概要（参考）  
名称  京信イノベーションＣ３号投資事業有限責任組合（略称：京信イノベーションＣ３号ファンド）  

ファンド総額  １０億円  

投資対象  原則、京都信用金庫の営業エリア内に所属する企業のうち 

① 地域活性化のために、イノベーティブな取組に挑戦する企業  

② 事業承継をお考えの企業  

有限責任組合員  京都信用金庫  

無限責任組合員  株式会社京信ソーシャルキャピタル 

以上  


